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別紙標準様式（第７条関係） 

会 議 録  

 

会 議 の 名 称 令和６年度 第４回児童の放課後対策審議会 

開 催 日 時 令和６年９月 25 日（水） 午後２時～ 

開 催 場 所 枚方市役所 別館４階 第２委員会室 

出 席 者 

会 長：大西 雅裕 

副会長：後閑 容子 

委 員：伊勢 正子、植田 暁美、妹尾 忍、中口 武、 

牧野 好秀、大和 美穂 

欠 席 者 委員：青島 弘、代田 盛一郎、蔦田 夏 

案  件  名 

（１） 総合型放課後事業の課題と施策の方向性等につい  

て 

（２） 昼食サービスに関するアンケート調査結果につい

て 

（３） その他 

提 出 さ れ た 資 料 等 の 

名 称 

資料１   児童への意見聴取結果について 

資料２―１ これまでの意見等と施策の方向性 

資料２―２ （仮称）児童の放課後を豊かにする行動計画策定

にかかる現状と課題、放課後児童対策の考え方と

方向性 

参考資料１―１ 留守家庭児童会室等での三季休業期昼食サー

ビス施行実施結果について（中間報告） 

参考資料１―２ 【児童】昼食サービスに関するアンケート調

査結果（中間報告） 

参考資料１―３ 【保護者】昼食サービスに関するアンケート

調査結果（中間報告） 

参考資料２ （仮称）放課後を豊かにする行動計画策定に向け

たスケジュール 

決  定  事  項 

・総合型放課後事業の課題と施策の方向性等について説明を

行い、委員のご意見を頂いた。 

・昼食サービスに関するアンケート調査について、中間結果

の報告を行った。 

・次回の審議会では、計画の素案について、ご議論いただく

ことの承認を得た。 
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会議の公開、非公開の別 

及 び 非 公 開 の 理 由 
公開 

会議録の公表、非公表の別及

び非公表の理由 
公開 

傍 聴 者 の 数 ２ 

所 管 部 署 

（ 事 務 局 ） 
教育委員会 学校教育部 放課後子ども課 

 

審 議 内 容 

 

 

【会長】 

 皆さん、こんにちは。ただいまから令和６年度第４回児童の放課後対策審議会を開催いた

します。 

 委員の皆様には、公私御多用のところ御出席いただきまして、ありがとうございます。 

 では、事務局より委員の出席状況の報告をお願いいたします。 

 

【事務局】 

 本日の出席状況ですが、委員 11 名のうち出席委員８名となっており、枚方市附属機関条

例第５条第２項により、会議が成立していることを報告させていただきます。 

 

【会長】 

 それでは、報告のとおり定足数に達しているため、会議を始めたいと思います。 

 会議の前に、傍聴者へ資料の配付等について、事務局より説明をお願いいたします。 

 

【事務局】 

 枚方市審議会等の会議の公開等に関する規定第３条に基づき、本会議は公開となってお

ります。審議会の配付資料については、傍聴者の閲覧に供するか、配付するよう努めること

となっておりますが、資料の取扱いに関して、傍聴者に配付するということでよろしいでし

ょうか。会長からご確認を取っていただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

【会長】 

 ありがとうございます。ただいま事務局から説明がありましたが、本日の資料の取扱い

は、傍聴者の方々に配付するということでよろしいですか。 

 

（「異議なし」の声あり） 
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【会長】 

 ありがとうございます。 

 それでは、配付することを決定いたします。事務局より、よろしくお願いいたします。 

 

【事務局】 

 ありがとうございました。 

 

【会長】 

 それでは、次に、本日の資料の確認を事務局からお願いいたします。 

 

【事務局】 

 本日の資料ですが、次第に続きまして、 

資料１      児童への意見聴取結果について     

資料２－１ これまでの意見等と施策の方向性 

資料２－２ （仮称）児童の放課後を豊かにする行動計画策定にかかる現状と 

課題、放課後児童対策の考え方と方向性 

参考資料１－１ 留守家庭児童会室等での三季休業期昼食サービス試行実施 

結果について（中間報告） 

参考資料１－２ 【児童】昼食サービスに関するアンケート調査結果(中間報告) 

参考資料１－３ 【保護者】昼食サービスに関するアンケート調査結果(中間報告) 

参考資料２ （仮称）放課後を豊かにする行動計画策定に向けたスケジュール 

となっております。 

資料は以上でございます。過不足等はございませんか。 

 

【会長】 

 それでは、次第に従い進めていきたいと思いますが、協議案件１．「総合型放課後事業の

課題と施策の方向性等について」、事務局より説明をお願いします。 

 

【事務局】 

 資料１「児童への意見聴取結果について」を御覧ください。 

こちらは、児童の放課後アンケートに併せて、子どもの意見を反映させるため、職員が留

守家庭児童会室や放課後オープンスクエアの現場に赴き、任意の児童へ口頭で意見を聞き

まとめたものです。 

聴取テーマは、「留守家庭児童会室・放課後オープンスクエアについてあなたの気持ちを

教えてください」です。 

実施時期は令和６年の７月から９月にかけ、44 全校で実施しました。 

意見聴取児童数ですが、１年から６年生まで 349 人の意見を聞きました。 

５番「意見のまとめ」ですが、こちらは、留守家庭児童会室と放課後オープンスクエアで

回答にあまり差が見られなかったものはまとめて記載をしております。 

（１）「楽しいこと、好きな時間」、（２）「嫌いなこと、嫌いな時間」につきましては、多
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かった回答を上げております。 

（３）「ルールについて」、①「並ばされるなど、困ったルールはあるか」という質問に対

して、留守家庭児童会室、オープンスクエアともに「困ったルールがある」と回答した児童

の割合は 50％以上になっております。特に留守家庭児童会室では、「おもちゃの片づけをし

ないと次から遊べるおもちゃを制限される」、「全員でごちそうさまを言う」などの回答があ

りました。一方「走らない」「ものを投げない」などの安心・安全に過ごすためのルールを

困ったルールとして捉えているケースも見受けられました。 

②「子どもでルールを決めているか」という質問ですが、児童会、オープンスクエアとも

に決めていないという回答が圧倒的に多く、③「子ども会議をしているか」については、「し

ている」と回答が僅か５人となっております。この５人中４人は②「子どもでルールを決め

られているか」で、「行事のことを子どもで決めている」と回答した児童と、その児童と同

室の児童となっております。 

（４）「どんなことをしたいか」は、遊び、おもちゃ、おやつ、行事について、それぞれ

聞きました。内容につきましては、６月に実施した児童の放課後アンケートの結果と同じよ

うな回答となっています。特に、放課後オープンスクエアでは「おやつが食べたい」との意

見が入っております。 

（５）「施設のこと」については、①「ここの部屋でゆっくりできるか」という質問で、

こちらは留守家庭児童会室、放課後オープンスクエアともに「ゆっくりできる」「ゆっくり

できない」と回答した児童数に大きな差はありませんでした。ただ、「ゆっくりできる」と

回答した児童からも、例えば「もっとクッションがあれば」とか、「静かな部屋があればも

っとゆっくりできるのに」という回答になっております。 

改善してほしいこととして、「クッションが欲しい」とか「静かに過ごせる部屋が欲しい」、

「やわらかい床にしてほしい」などがありました。 

そして、「ゆっくりできない」原因、理由は、「うるさい」、「せまい」、「暑苦しい」などの

意見になっております。 

②「部屋で上靴を履くことはどう思うか」について、特にオープンスクエアでは図工室等

の教室を使うこともあり、上靴を履いたままで過ごすことも多いですが、学校によってはク

ッションシートを敷いて靴下で過ごせるスペースをつくる工夫をしております。児童の声

としては、上靴を脱ぎたいという声が多く、ゆっくりくつろげる場所を求めていると思われ

ます。 

③「トイレの環境」については、留守家庭児童会室では「臭い」「汚い」などの不満があ

る児童は半数以上となっております。放課後オープンスクエアでも、約 33％の児童が「臭

い」「汚い」などの不満があると回答しております。オープンスクエアは借用教室を利用し

ている学校が多いですが、「汚い」「男女共用が嫌」といった意見が出たのは、留守家庭児童

会室のトイレを使っているオープンスクエアの児童でした。 

（６）「朝どうやって来ているか（一人で鍵を閉めているか）」について、「自分やきょう

だいが鍵を閉める」という回答は留守家庭児童会室よりもオープンスクエアの児童が多く、

全体の回答数からすると約 16％となっております。 

（７）「どんなことができる場所やどんなものがある場所なら毎日でも行きたくなるか」
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ですが、こちらは児童の放課後アンケートと同様の回答となっております。 

これらの意見聴取から最後のまとめですが、「楽しいこと、嫌なこと（時間）」では、留守

家庭児童会室と放課後オープンスクエアの違いは少なく、多くの児童が外で遊ぶことや友

達と遊ぶことを楽しんでいることが確認できました。 

「ルールについて」では、「困ったルール」として大人の都合にあったルールも多かった

が、「走ってはいけない」などの安心・安全に過ごすためのルールを困ったルールと捉えて

いる児童も多く、大人の説明不足等により、なぜその行為をしてはいけないのか納得できて

いないと思われます。また、「ルールの決め方」においては、自分たちでルールを決めてい

ると答えた児童も少なく、自分たちで主体的にルールを決めていくことや、「子ども会議」

自体が児童の中でイメージができていないと思われます。 

「施設のこと」、児童の放課後アンケート結果とほぼ同内容の結果となりましたが、放課

後の居場所として、「友達と遊べる」「ほっとできる」「自由に過ごせる」「安全で快適な」居

場所を求めていることが、改めて確認できました。 

資料１につきましては、以上でございます。 

続きまして、資料２―１「これまでの意見等と施策の方向性」も併せて説明いたします。 

この資料は、これまで審議会の委員の皆様やアンケートで保護者からいただいた意見、施

策の方向性をまとめたものとなっております。 

まず、一番左の「児童の放課後を豊かにする基本計画」についてですが、①共働き家庭等

が直面する「小１の壁」を打破、②次代を担う生きる力を備えた人材の育成、③子育て世代

をターゲットにした魅力的なまちづくりが趣旨となっております。 

次に、基本理念として、次代を担う子どもにとって自由な時空間で同年齢、異年齢の仲間

と過ごす経験は、発達段階上求められる経験になり、安全・安心な学校で友達と過ごす機会

「３間」を全ての児童に提供することとしております。 

留守家庭児童会室、放課後オープンスクエア、枚方子どもいきいき広場事業を連携して実

施し、児童の豊かな放課後を自ら創造できる環境を整備すること、これが基本理念となりま

す。 

基本的な考え方ですが、（１）すべての児童が自発的・自主的な諸活動を行うことができ

る環境の整備、（２）児童が自発性・自主性を発揮することができるような働きかけ、（３）

児童の生活環境の変化に応じた放課後対策の実施、の３つとなっております。 

次に、事業の現状を御覧ください。 

まず、留守家庭児童会室ですが、保護者が就労等により昼間自宅に不在の家庭の小学生児

童に、放課後の遊び場、生活の場を提供し、44 の公立小学校で実施をいたしております。

利用者数は児童数の減少に伴い減少傾向にありますが、全児童数に対する入室率はいずれ

も 20％程度と横ばいの状況です。令和５年度からは留守家庭児童会室と放課後オープンス

クエアを一体的に運営する総合型放課後事業を実施し、児童の放課後の居場所の選択肢が

増加しております。 

次に、放課後オープンスクエアですが、全ての児童を対象に、自由にかつ自主的に過ごす

放課後の居場所として実施しております。令和６年度９月の登録人数は 7,553 人、１日の

平均利用人数も７月は１校あたり 34.7 人で、昨年度より４人程度増加しております。その
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うち、月の半分以上を参加している児童は 17.3％となり、児童会室代わりに利用している

ことが考えられます。 

次に、枚方子どもいきいき広場ですが、枚方子どもいきいき広場は土曜日を基本に、各小

学校区で地域団体やＮＰＯ等により地域の特色や多様性を生かしたプログラムを実施して

おり、市からは自治団体に対し活動実績等に応じた補助金を交付しております。また、地域

の状況によって後継者の育成や担い手不足、提供するメニューが固定化しているといった

課題も見受けられます。 

次に、アンケート調査からのニーズをご覧ください。 

留守家庭児童会室の児童からの意見としましては、「とても楽しい」「まあまあ楽しい」と

肯定的な意見が 90.5％となっております。事業のよいところとしては、「友達と遊べる」「お

やつが食べられる」「運動場で遊べる」などの御意見をいただいております。事業の悪いと

ころとしては、「嫌な人がいる」「トイレが汚い」「宿題や勉強をしないといけない」「部屋が

狭い」などの意見をいただいております。こちらの記載内容については、意見が多かった順

に記載をしております。 

次に、保護者ですが、事業の向上を求める声としましては、「三季休業期の昼食サービス」

「施設や設備の改善」「体験活動の充実」「スタッフの対応」「土曜日の開設日の増加」など

の声をいただいております。 

次に、放課後オープンスクエアの児童ですが、参加した児童は「とても楽しい」「まあま

あ楽しい」と肯定的な回答が 89.7％となります。事業のよいところですが、留守家庭児童

会室と同様に「友達と遊べる」「ゆっくり過ごせる」「宿題や勉強ができる」といった御意見

をいただいております。事業の悪いところですが、「決まりごとが多い」「嫌な人がいる」「本

や漫画、遊び道具が少ない」「うるさくて集中できない」といった声をいただいております。 

保護者の声として、事業のよいところですが、「安心・安全に過ごせる」「友達と一緒にい

られる」「子どもが楽しそう」「経済的負担が少ない」「就労支援ではないので、遊びに行か

せられる」「児童会室をやめた子に会える」などのご意見をいただいております。事業の悪

いところですが、「運営時間が短い」「遊べる場所が限定されている」「子どもが行きたがら

ない」などの声をいただいております。事業の向上を求める声といたしましては、「施設の

利用の充実」「三期休業期の昼食サービス」「三期休業期のおやつの提供」「遊具、おもちゃ

の充実」といった声をいただいております。 

次に、審議会の委員の皆様からいただいた御意見をまとめさせていただきました。 

①「遊びや様々な体験活動ができる環境の目的意識を持って、両事業を一体的に運営す

る」となっているが、様々な体験活動ができているか。 

②事業を一体的に運営していることのメリットについて、異年齢の子どもたちの交流や

自然発生的な子ども同士の交流ができていないのでは。 

③昨年までは児童会室に行っていたが、親にお金が払えないと言われたためオープンス

クエアに来ているという子がいた。放課後オープンスクエアは様々な体験活動、学習支援を

無料で受けられる。親の懐具合で行き先が決まるものではない。オープンスクエアが一定受

皿の役割を果たしているという事実は肯定的に捉えつつも、本来の事業趣旨とは異なって

いる。 
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④本来、一緒に運営することにより自由に行き来でき、友達づくりをするのが望ましいと

当初計画を立てた。とりあえずの居場所のままでスタートしたが、いつまでも仮物の教室で

はなく、落ち着いた空間が必要ではないか。 

⑤留守家庭児童会室と子どもを主体とした放課後の遊び、子どものバックグラウンドで

縦割りになってしまっている。根本的なところに立ち返って、長期的な視点で検討をするべ

き。 

⑥児童館等と比べ、児童会室は建物の立地条件、その中の機能やおもちゃや遊具の数に差

が出ている。大きな部屋で仕切りもなくそれぞれ好きな遊びをするというのは、ショッピン

グセンターのフードコートのようなイメージ。そういったところでは、子どもたちの交流は

難しい。子どもにとって豊かな放課後を考えたときに、ハード面の工夫やおもちゃ、書籍の

充実が必要である。 

⑦総合型放課後事業も在り方として、機能によって部屋を使い分けることができればい

い。子どもの遊びに応じた環境整備がいる。 

⑧改めて放課後事業が複数あることの意味と、それぞれが果たすべき役割、それぞれを担

う人たちがどうやったら手をつないでやっていけるのかを考える必要がある。 

⑨学校ごとに状況も違うため、施設整備は地域需要に合わすのも目的の一つ。また、地域

資源や空き教室などを利用し、運用する必要がある。 

⑩施設整備は何年もかかる。専用の部屋がないのでコーナーで少し落ち着いて遊べる場

所をつくるなど、職員が工夫をして子どもたちがよりよい環境で過ごせるように取り組む

必要がある。 

⑪円滑な運営は、職員の質向上と人材確保が必要である。 

これらの意見を踏まえまして、取り組むべき施策の方向性をお示ししております。 

１番、総合型放課後事業によるすべての児童の放課後の居場所づくりの推進。総合型放課

後事業における放課後児童対策の取り組みの一層の強化。居場所は子どもが感じることだ

が、大人が居場所づくりを行う。このギャップを埋めるために、子どもの視点に立って子ど

もの意見を聞き、共につくることを目指してまいります。人権教育の推進、性犯罪・性暴力

防止対策の推進、支援を必要とする子どもと家庭を支援につなげる仕組づくり、障害のある

子ども等への教育・保育の充実、就学前施設から留守家庭児童会室への円滑な受入れ支援。 

①総合型放課後事業の質の向上と連携。配慮を必要とする児童も含めたすべての児童が

発達段階に応じて、仲間とのふれあいや、遊びや生活の場を通して社会性や自立性を発揮で

きるよう、事業の質の向上を目指します。 

②職員の資質向上と人材確保。放課後児童支援員等が総合型放課後事業の趣旨や目的を

十分理解し、必要な知識及び技能をもって育成支援に当たるよう、引き続き人材育成を図る

とともに、必要な人材確保に努めてまいります。 

③施設等の環境整備。施設の基準に沿った運営となるよう、留守家庭児童会室の必要な環

境整備に取り組みます。老朽化対策については、学校の教室の活用状況等も踏まえ、今後の

児童数や利用児童数の推移を見極め、学校施設の有効活用を図りながら計画的に環境整備

を進めてまいります。 

④学校施設の有効活用。学校施設を活用する場合、市が責任を持って管理運営にあたるよ
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う、事故が起きた場合の対応や学校施設の活用にあたっての費用区分や責任の所在などを

明確にし、学校と調整してまいります。 

⑤枚方子どもいきいき広場支援事業への支援。地域の特色や多様性を活かした体験活動

を提供する枚方子どもいきいき広場事業の取組を、地域の実情に応じて支援してまいりま

す。 

２番、子育て環境の充実。 

①保護者ニーズにあった事業の充実。小学校入学を境に保護者が子育てと仕事の両立が

困難となっていることを鑑み、保護者ニーズに合った事業の充実を図ります。今後は昼食サ

ービスの試行実施や開室時間の延長など、保護者ニーズを踏まえ事業の充実に向けた検討

を行います。また、就学前施設からの円滑な接続による児童の安全・安心な保育を行うため、

就学前施設と児童の状況を共有するなどの連携を図ります。 

②総合型放課後事業の制度等の周知。放課後健全育成事業である留守家庭児童会室と全

児童対策の放課後オープンスクエアの事業の趣旨を明確にし、保護者にしっかり周知し、保

護者が制度を理解し、目的に合わせて利用することができるよう努めてまいります。 

次に、資料２―２を御覧ください。 

「（仮称）児童の放課後を豊かにする行動計画策定に係る現状と課題、放課後児童対策の

考え方と方向性」になります。 

こちらは、子ども計画との関係性をまとめたものになります。素案の元となるような資料

となっており、今後の計画のイメージとして考えていただければと思います。 

まず１番「計画策定の背景・趣旨」ですが、本市では少子化や核家族化の進行、家庭と地

域とのつながりの希薄化など社会状況の変化に伴い、子どもや家庭を取り巻く環境が大き

く変化する中、令和２年３月に第２期枚方市子ども・子育て支援事業計画を策定し、妊娠・

出産からの切れ目のない子ども・子育て支援施策を総合的、計画的に進めてきました。放課

後児童対策についても、子ども・子育て支援事業計画の施策目標にも上げる、子どもの個性

や創造性を育む環境の整備や子育てと仕事の両立支援の実現に向け、国の新・放課後子ども

総合プランを踏まえ、令和２年３月に児童の放課後を豊かにする基本計画を策定し、すべて

の児童を対象とした放課後の安全な居場所づくりと小学校入学以降も保護者が安心して就

労できる環境の整備を進めてきました。さらに、令和５年度からは、全市立小学校で留守家

庭児童会室と放課後オープンスクエアを一体的に運営する総合型放課後事業の取り組みを

民間活力も活用しながら進めてきたところです。 

ついては、放課後児童対策の取り組みを計画的に進めるため、児童の放課後を豊かにする

基本計画の取組状況や課題等の検証の上、こどもの居場所づくりに関する指針など国の放

課後児童対策の考え方を踏まえ、こども計画に掲げる放課後児童対策の行動計画として、枚

方市児童の放課後を豊かにする行動計画を策定し、児童にとってよりよい放課後等の居場

所づくりを進めるものでございます。 

次に、２番の「放課後行動計画の位置づけ」ですが、前回までの審議会でも御説明させて

いただいているとおり、新放課後子ども総合プランや放課後児童対策パッケージなど、国の

放課後児童対策の考え方を踏まえまして、子ども計画に掲げる放課後児童対策の行動計画

といたします。 
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次に、２ページを御覧ください。 

こども計画と放課後行動計画との関連を示す図となっております。 

左側のこども計画の基本理念や施策目標、取組内容といった内容を踏まえまして、放課後

児童対策の具体的方策や目標を定めてまいります。 

次に、３ページを御覧ください。 

令和６年３月のこども家庭庁、文科省からの「令和６年度以降の放課後児童対策について

（通知）」には、引き続き計画的に放課後児童対策を推進するため、自治体の実態に応じて

計画を策定することとなっており、以下に掲げる内容を盛り込むことが示されております。 

市町村が計画に盛り込むべき内容といたしまして、放課後児童クラブの年度ごとの量の

見込及び目標事業量並びに待機児童が発生している自治体においては待機児童解消に向け

た具体的な方策、放課後子供教室の年度ごとの実施計画、連携型・校内交流型の放課後児童

クラブ及び放課後子供教室の目標事業量や具体的な方策、放課後児童クラブ及び放課後子

供教室への学校施設の活用に関する具体的な方策などを盛り込むべき内容といたしており

ます。 

３番の「放課後行動計画の期間」ですが、計画期間はこども計画の期間に合わせ、令和７

年度から令和 11 年の５年間といたします。 

次に、４ページを御覧ください。 

４番、「総合型放課後事業の現状と課題」になります。 

先ほど御説明させていただきました、資料２―１の内容と重なっている部分もございま

す。割愛して御説明させていただきます。 

（１）の現状ですが、枚方市では留守家庭児童会室を 44 小学校全校で実施をしてきまし

た。令和５年度からは、全小学校で全ての児童が放課後の学びや様々な体験活動ができる留

守家庭児童会室と放課後オープンスクエアを一体とした総合型放課後事業を実施いたしま

した。また、土曜日を基本に、各小学校で地域団体やＮＰＯ等により地域の特色や多様性を

生かしたプログラムを実施している「いきいき広場」を実施いたしております。 

これらの三つの事業を一体的かつ連携して実施することで、全ての児童を対象とした平

日・土曜日・３季休業期を通した安全な居場所づくりと、小学校入学以降も保護者が安心し

て就労できる環境の整備を進めているところでございます。 

次に、５ページを御覧ください。 

（２）の課題ですが、こちらは先ほど説明いたしました課題とアンケートの調査結果、ま

た審議会の委員の皆様の御意見も踏まえまして、反映させていきたいと考えております。 

本日お示しさせていただいている課題ですが、①児童の権利の尊重について、家庭・地

域・学校等のあらゆる場面で子どもの権利が保障されるためには、留守家庭児童会室等にお

いても、児童に関わる職員一人一人が児童の最善の利益を考え、その権利について一層理解

を深め、行動していくことが必要となります。 

②障害がある児童等への支援の充実。障害の有無にかかわらず、児童同士が遊び等を通じ

て共に成長できるよう、障害のある児童等への適切な配慮や環境整備を行ってまいります。

また、学校給食のない三季休業期に食事を食べられない児童への支援について、児童の健全

育成の観点から、市全体で連携をして取り組む必要があると考えております。 
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③は就学前施設と留守家庭児童会室の円滑な接続、④が児童の放課後のよりよい居場所

づくりとなっております。必要な環境整備や学校施設の有効活用を図りながら取り組んで

まいります。 

⑤は枚方子どもいきいき広場事業への支援になります。こちらも同様に取り組んでまい

ります。 

５番「放課後児童対策の考え方と方向性」。こども計画に掲げる施策目標と推進方向に基

づき、放課後児童対策における考え方と方向性について、次のとおりお示しします。こちら

の内容は、こども計画の内容に合わせて作成しております。 

まず、施策目標１「すべての子ども・若者の人権・最善の利益が尊重されるまちづくりの

推進」ですが、こちらについても先ほどの資料２―１で御説明させていただいた内容と重な

っております。留守家庭児童会室等での人権教育の推進といたしまして、放課後児童支援員

等が子どもの権利について学び、支援を行うことについて記載をしております。 

推進方向６「子ども・若者の性犯罪・性暴力防止対策の推進」ですが、留守家庭児童会室

等での性犯罪・性暴力防止に向けた取組を推進してまいります。 

推進方向８「子ども・若者の貧困対策の総合的な推進」、支援を必要とする子ども・若者

と家庭を支援につなげる仕組づくりですが、学校給食のない三季休業期中に、家庭において

十分な食事をとれない児童への支援について検討を進めてまいります。 

進行方向 10「障害のある子ども等への教育・保育の充実」、障害のある子ども等への教育・

保育の充実、また、配慮が必要な子どもへの支援といたしまして、児童の行動特性に応じて

加配などの人員配置を行ってまいります。 

次に、７ページを御覧ください。 

推進方法 16「子ども・若者の社会的活動の推進」、地域との連携による多様な体験活動の

推進としまして、地域の活動、いきいき広場を支援する旨をここでは記載をしております。 

施策目標２「子どもを安心して生み、楽しく育てることができるとともに、子どもが健や

かに成長できるまちづくりの推進」、就学前施設から留守家庭児童会室への円滑な受入れ支

援。 

施策目標３「子どもの生きる力と個性を育むまちづくりの推進」、すべての児童の放課後

居場所づくりの推進といたしまして、総合型放課後事業の取組を一層強化してまいります。 

①総合型放課後事業の質の向上と連携。 

②職員の資質向上と人材確保。 

③施設等の環境整備。 

④学校施設の有効活用。 

⑤枚方子どもいきいき広場事業への支援。 

施策目標５「子育てをしている誰もがいきいきと希望をもって暮らせるまちづくりの推

進」、保護者ニーズに合った事業の充実。保護者ニーズに合った事業の充実を図り、児童が

楽しく安全に過ごせる居場所と、就労後も保護者が安心して就労できる環境を整えてまい

ります。 

②総合型放課後事業の制度等の周知。事業の趣旨の明確化や周知をしっかりと行い、保護

者が制度を理解し目的に合わせて利用してもらえるよう努めてまいります。 
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９ページを御覧ください。 

③児童の放課後の居場所づくりの推進。事業の質の向上、職員の資質向上などを行いなが

ら、一層強化をしてまいります。 

最後に、６番の「放課後行動計画の推進体制」ですが、放課後児童対策を計画的に推進し

ていくためには、毎年度ＰⅮＣＡサイクルの手法により、放課後行動計画に掲げる具体的方

策や目標の達成状況等の検証・評価を行い、評価結果に基づき継続的に見直しを行っていく

必要があります。このため、児童の放課後環境の整備について検討する庁内委員会である

「児童の放課後対策検討委員会」において、放課後行動計画の進行管理を行い、具体的方策

や目標の達成状況等の検証・評価を行います。その上で、児童福祉や社会教育に関する有識

者や関係機関等で構成する児童の放課後対策審議会において内部評価の検証・評価を行い、

その審議内容を踏まえ、必要に応じて放課後行動計画を見直し、こども計画への反映を行い

ます。 

総合型放課後事業を実施してから令和７年４月で３年目を迎えます。今後はこども計画

並びに放課後行動計画に基づき、放課後児童対策を計画的に進める中で検証・見直しを行い

ながら、将来にわたって児童にとってより良い居場所となるよう総合型放課後事業のあり

方について議論を重ねてまいります。 

また、委員の皆様からも長期的な視点を持って取り組んでほしいという声もいただいて

おります。その点も踏まえながら進めてまいりたいと考えております。 

資料の説明は以上でございます。 

 

【会長】 

ありがとうございます。ただいま、案件の１「総合型放課後事業の課題と施策の方向性に

ついて」の説明がありましたけれども、委員の皆様、何か御意見・御質問等ありますでしょ

うか。 

私からですが、これまでの資料の中で、平仮名の「こども」、「子」だけが漢字の「子ども」

と言い方が様々ですが、資料２―２、３ページ目、このページは「こども」の「供」が漢字

になっています。用語のばらつきがあるので統一をしてもらいたいと思いますが、このとこ

ろ、「こども」は平仮名表記ではなかったかと思いますが、いかがでしょうか。 

 

【事務局】 

こちらは、こども家庭庁と文部科学省の通知を抜粋しているため、漢字で「子供」という

表記になっております。本計画の中では、「児童」で統一しようと考えております。 

 

【副会長】 

１つよろしいでしょうか。職員の資質向上を掲げておられますが、とても大切なことで、

例えば児童のアンケートや意見聴取の中で、「叱られる」「聞いてくれない」等の声があった

と思います。この背景にはいろいろな場面があるだろうと思いますので、一概に子どもの意

見だけを取り上げるわけにはいかないと思います。児童と保護者からの意見は、これまでの

資料からよく分かりましたが、実際に運営しておられる職員の皆さんや、委託を受けた事業
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者が総合型放課後事業を運営する中で、どういうところに困難があったとか、どのような課

題があるのか等、今後の方向性を考えていく上で重要な要素だと思います。 

ぜひ運営する職員や事業者の意見・現状についても、今後生かしていただけたらと思いま

す。 

 

【事務局】 

現在、直営も委託も、月１回話をしながら事業を進めているところではあります。また、

研修についても毎月１回行っているところですが、どういうところが運営していくにあた

り困難なのかは、今後調査を行い把握していきたいと考えています。 

 

【会長】 

ありがとうございます。 

子どもの主体性を第一にということで、子どもたちでルールを決める、また、子ども会議

が活発に行われているのが本来の姿だと思いますが、意見聴取の結果としてはあまりにも

少ないと思います。その辺りはどのように考えていますか。 

 

【事務局】 

現場には、こども家庭庁からの発信を共有していますが、実際に子どもの意見を聞くとい

うことが難しく、どうしたらいいのか分からない部分もあるかと思いますので、調査も含め

ながら取り組んでいきたいと考えています。少し問題だと思うのは、安全管理のため叱った

ときに、子どもが納得してないことがあるのではないかと思うので、現場にはしっかりと話

していきたいと思っています。 

 

【会長】 

子どもの主体性を重視しているとは、なかなか言い難い結果ですので、しっかりと伝えて

方策を考えてもらいたいと思います。 

 

【副会長】 

資料２―２の５ページの課題で、児童の権利の尊重、障害のある児童等への支援の充実等

について書いてあり、「留守家庭児童会室等」となっていますが、これはオープンスクエア

も含まれるということですか。 

 

【事務局】 

もちろん含まれています。こちらについても国の指針に基づいており、そこでは放課後児

童クラブがメインに載っていますが、総合型放課後事業全体で行っていくものだと考えて

います。 
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【委員】 

資料１で、「困ったルールがある」として、「折り紙や写し絵の枚数制限」と挙がっていま

すが、これは子どもが困っているルールと思っているということですか。 

 

【事務局】 

１日３枚まで等のルールがあり、もっと使いたいのに使えないという意味合いで「困っ

た」と挙がっています。 

 

【委員】 

ルールをみんなで決めた上で自由に過ごすという認識であったらいいと思います。また、

「ドッチボールでボールを頭に投げない」等は当たり前のことだと思うところや、折り紙の

枚数制限も予算が関係していますので、子どもたちに理解してもらえるようにしていただ

けたらと思いました。 

 

【事務局】 

子どもたちが自分で決めて納得できていればいいですが、大人が先に決めることで、子ど

もが納得できずにいるということなので、今おっしゃられたように、子どもたちに理解して

もらえるよう、関わり方を考えていきたいと思っています。 

 

【会長】 

この関連ですが、「寝る時間が決まっている」とは、留守家庭児童会室は昼寝をするので

すか。 

 

【事務局】 

夏休みについては、以前は休息時間を設けていました。休息なので静かにしたい子や、１

年生で夏休みは体力的にしんどいため寝たい子がいたら、部屋の片隅で休息を取るように

していますが、どうしても「静かに」というところが強調されて子どもに伝わっているのか

と感じるところです。 

 

【会長】 

寝る、休みたいということも自分で選択するものなので、「はい、今から休み時間」やプ

ールで「全員上がって休憩時間です」というのとも違うと思います。あまりにも管理し過ぎ

ているのかなと思います。 

 

【委員】 

民営化前の夏休みは、ブランケットやバスタオルを持って行っていました。 

 

【事務局】 

昨年度から、子どもたちが自分で選べるよう、直営、委託ともに見直しを図っています。 
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【会長】 

資料１の４ページ、「朝、どうやって来ているか？（一人で鍵を閉めているか）」で、「お

うちの人がいる・おうちの人と一緒にでる」とありますが、「おうちの人がいる」と「おう

ちの人と一緒に出る」は趣旨が違うと思います。 

 

【事務局】 

意見聴取は、選択制ではなく口頭でやり取りをしたため、こういった表記になっていま

す。「うちでは、お母さんが送ってくれる」等の回答は、この項目に入っています。 

 

【会長】 

分かりました。 

 

【委員】 

資料１の３ページの一番下の、オープンスクエアのトイレ環境について、不満の理由・改

善して欲しいこととして、「男女共用が嫌」という意見がありますが、今でも男女共用トイ

レを使用しているのですか。 

 

【事務局】 

古い留守家庭児童会室のトイレを使用している学校では、いまだに男女共用トイレがあ

ります。トイレの課題は、デリケートな部分のため、早期改善に向け取り組んでいるところ

です。 

 

【委員】 

人権的配慮も項目として挙げておられるし、そういったことも大事かなと思いました。 

 

【会長】 

方向性についてですが、資料２―１と２－２、これをベースにしながら今度、行動計画を

立案されることになると思います。資料２－１では委員の皆様からいただいている御意見

が集約されていますが、「もう少しこの議論を足してほしい」等あれば御意見を賜りたいと

思いますが、いかがでしょうか。 

 

【会長】 

では、ないようでしたら、「総合型放課後事業の課題と施策の方向性等について」はご確

認いただけたことといたします。 

次に、報告案件「昼食サービスに関するアンケート調査結果について」、事務局より報告

をお願いします。 

 

【事務局】 

参考資料１―１を御覧ください。 



 

15 

 

こちら、前回から御報告させていただいております留守家庭児童会室等で、夏休みに実施

しました昼食サービスの中間報告となります。 

事業につきましては、７月 24 日から８月 26 日で終了しておりまして、試行した施設に

つきましては 11 校です。事業の概要等は省略させていただきます。 

次に、２ページを御覧ください。 

利用状況を御報告させていただきます。（１）の表は、総合型放課後事業に参加した児童

のうち昼食サービスを利用した児童の割合を示しております。留守家庭児童会室は 35.5％、

放課後オープンスクエアでは 13.4％でした。 

（２）は、１日の昼食サービスの平均利用率でして、留守家庭児童会室は利用率が 12.5％、

放課後オープンスクエアは 6.9％となっております。 

アンケート調査ですけれども、こちらは試行実施 11 校の総合型放課後事業の利用児童と

その保護者で、サービス等を利用していない方についても対象にしております。アンケート

実施期間は９月末までとなっておりますので、本日はアンケートの中間報告という形で報

告をさせていただきます。 

実施方法はウェブアンケートとなっております。 

参考資料１―２を御覧ください。 

児童を対象にしたアンケートになっており、調査対象は留守家庭児童会室と放課後オー

プンスクエア利用の児童、抽出期間は令和６年９月９日から 18 日までの回答を集約したも

のになっております。この時点での回答者数は 315 人です。回答者の学年別の内訳は下記

のとおりです。 

問３「昼食サービスのお弁当は食べましたか」について、「食べた」という方は大体半数

となっております。中には昼食サービス自体知らなかったという児童もいました。 

２ページを御覧ください。 

問３で「食べていない」と回答した方への質問で、「食べてみたいと思いましたか」とい

う中で、「食べてみたいと思った」と「食べてみたいと思わなかった」が大体半々、問４で

「食べてみたいと思った」のは、「おいしそうだったから」、「すきなメニューだから」が多

かったです。 

次に、３ページ、「食べた」という方への質問につきまして、問７―２「ごはんの量」が、

１年生は「量が多い」という意見が多かったです。 

４ページは「おかずの量」ですが、こちらも１年生には多かったかなというところです。 

５ページ目の質問７―６ですが、「昼食サービスのお弁当を食べてよかったことは何です

か」に対し、「おいしかった」「お弁当があたたかかった」という意見が多かったです。 

６ページ問９、「夏休みなどの学校がお休みのときにどんなお昼ごはんを食べたいですか」

について、一番多かったのが「おうちの人がつくったお弁当」という結果になっています。

「お弁当屋さんのお弁当」は４番目になっています。 

参考資料の１―３は、保護者アンケートでございます。 

回答者のお子さんの学年の内訳は表のとおりです。今回の案件は、兄弟がいる場合一人ず

つ回答してくださいとしております。 

問４の回答者数、今現在 18 日が 817 人ですが、そのうち、問４で「利用しなかった」と
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いう方が 62.1％回答をいただいておりまして、２ページ目、利用しなかった理由としまし

ては、「値段が高いから」というのが一番で、二番目は「子どもが昼食サービスの弁当を食

べたがらないから」という回答になっています。 

３ページ、今回、１回だけ利用された方が結構おられまして、その方の理由を聞いたとこ

ろ、「値段が高いから」が１番の理由となっています。 

４ページを御覧ください。 

昼食サービスを利用した人への質問で、メニューでよかったことは、「子どもの好きなメ

ニューが多かった」が一番多かったです。悪かったことは「野菜が少なかった」「栄養バラ

ンスがよくなかった」というお声があるようです。 

問９「昼食サービスの内容について、値段はどうでしたか」については、妥当との答えが

半数以上という結果になっています。 

５ページ目です。 

「昼食サービスを利用してよかったことをお聞かせください」では、「毎日のお弁当づく

りの負担が軽減した」という意見が一番多く、「子どもが喜んでいた」、「不規則勤務でお弁

当を用意できない日も留守家庭児童会室に行くことができた」という意見がありました。 

６ページの問 13、こちらは回答者全員への質問になります。「今回の試行事業と同様の内

容で本格実施をした場合、利用を希望されますか」という質問に、一番多かったのは「必要

なときに利用したい」が 78.1％になっております。 

７ページの問 14、「今回の試行事業で評価できる点」は、「アプリを利用した注文方法」

を取り入れ、その手軽さが一番評価されており、「子どもに現金を持たせなくてよかった」

というところも評価されています。 

問 15「今後、改善が望まれるところ」は、「価格の引下げ」と「栄養バランス」が一番多

い項目になっています。 

現在のところのアンケート調査結果は以上となります。 

 

【会長】 

ありがとうございます。 

それでは、報告案件について御質問等がありますでしょうか。 

 

【委員】 

低学年と高学年の量を分けることはできないですか。 

 

【事務局】 

今回の試行実施でほっかほっか亭さんのお弁当では、御飯の量を大と並から選択できる

ようになっていました。ただ、１年生は並でもごはんが多いと思いましたので、今後軽食の

メニューができないか等検証していきたいと思います。 

 

【委員】 

ＳＤＧＳで、食品ロスの問題もありますので、最初から食べられる量を、小・中・大の３
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段階くらいあればと思います。 

 

【会長】 

そうですね、ありがとうございます。 

ほかに御意見ありますでしょうか。 

家庭の負担軽減ということで、このような試行をしたのですが、子どものアンケートにも

出ているように、お家の人が作ったお弁当を食べたいという意見が一番多いということは、

子ども主体で考えると、このようなサービスもありつつ、お家の人が作ったお弁当も食べた

いことを子どもからどんどん伝えてもらい、作ってもらえるようになればいいとは思いま

す。 

 

【委員】 

これは全小学校で実施されますか。 

 

【事務局】 

今回は試行実施ということで 11 校ですが、このまま全校に広げるには課題があり、お弁

当事業者の受入れやメニュー内容の問題は、この試行実施を踏まえて事業者とも話をして

いきたいと思っています。このサービスを導入した学校については、出席率が去年よりも高

くなっている状況ですので、そういった点もお示ししていきたいと思っています。 

 

【会長】 

ほかに御意見ありますでしょうか。 

それでは、報告案件についてご確認いただけたことといたします。 

 

【会長】 

では次、「その他」ですが、事務局から何かありますでしょうか。 

 

【事務局】 

本日の資料に関して、その他御意見等ございましたら、10 月３日木曜日までに事務局の

放課後子ども課まで御連絡いただきますようお願いいたします。また、次回の審議会は 10

月 16 日水曜日、午後３時からになりまして、場所はこのお部屋の隣の第３委員会室になり

ますので、よろしくお願いいたします。 

事務局からは以上でございます。 

 

【会長】 

ありがとうございます。 

これをもちまして、令和６年度の第４回児童の放課後対策審議会を終了させていただき

ます。 


